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１．グローバル人材育成講座 

 従来の形式を踏襲し、基礎編、実践編の 2部構成で開講した。 

 基礎編ではマクロな視点から日本経済のグローバル化と日本の国際貢献についての基礎知識を講

義とワークショップで学習し、実践編ではミクロな視点から企業の海外進出や国際協力の具体例を

ケーススタディで行っている。 

 

 １）基礎編 

  【参加人数・内訳】 

 参加学生（6大学・16名／定員 20名） 

 ＊大学別：大阪大 4・院 1／大阪女学院大 1／大阪人間科学大 1／関西大 2／近畿大 5／四天王寺大 2 

 

 【実施スケジュール】 

「グローバル」をキーワードに、国際ビジネス、国際協力の側面からグローバル人材像を学び、考えよう！ 

9/1（木） 

13：00～17：00 

趣旨説明・ガイダンス（13：00～13：30） 

日本の経済編 
講 師 

安孫子 勇一  

近畿大学 経済学部 教授 
 

日本経済は、高度経済成長期には成功しましたが、
1990年代以降、グローバル化や世界一の少子高齢化
の進行により逆風を受けています。日本経済の厳し
い現状と今後の課題をグローバルな視点から考えま
す。 

9/6（火） 

13：30～17：00 

日本の国際協力編－NGO 講 師 

小吹 岳志 

フェアトレード・サマサマ、 

オイコクレジット・ジャパン 

事務局長  
 

世界には貧困や飢餓、環境問題や格差、HIVや感染
症などの課題が山積しています。長年、多くの国際
機関や援助機関、NGO・NPO等によって問題解決の様々
な取り組みがなされてきましたが、日本にいる私た
ち⼀個人として何ができるかを考えます。 

9/7（水） 

13：30～17：00 

日本の国際協力編－JICA 

講 師 

大西 靖典 

JICA関西  

関西国際センター所長   
 

日本は食料自給率が４割を切るだけでなく、生活や
産業に欠かせないエネルギーの９割以上を海外から
の輸入に頼っているなど、他の国々に大きく依存し
ています。世界には貧困や紛争を抱える国家が多く
あり、日本も自国だけの利益を追求するのではなく、
これらの世界共通の問題に取り組むことが求められ
ています。この授業では、日本と開発途上国を結ぶ
架け橋としての日本の ODA（JICA）の取組みを紹介
します。 

9/8（木） 

13：30～16：30 

日本の経済編－講演 講 師 

片山 孝  

日東電工㈱ 

経営インフラ統括部門人財統括部  

グローバル人事部長 

協力：（公社）関西経済連合会 

演題 

「企業が求める『グローバル人材』とは」 

基礎編講師・学生によるディスカッション／まとめ／修了証授与 
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２）実践編 

 経済活動コース 

  【参加人数・内訳】 

  参加学生（2大学・12名／定員 20 名） 

   ＊大学別：大阪大 8（うち留・中国 1）／近畿大 4 

 

  【実施スケジュール】 

10/22（土）・ 

23（日）・29（土） 

13：30-17：00 

「グローバルな視野でビジネスを行う場面では何が求められるのか」という課題を考
察する 3 日間コースです。商社、メーカーの海外事業を経て、現在日本企業の海外展
開コンサルティングを行う講師の実体験やリアルなビジネスシーンに基づいたケース
スタディを使いながら、ディスカッションや講義を交えた参加型のプログラムで進行
していきます。また、後半では「グローバル人材を目指すためのスキルアップの方法」
についても学びます。 

第 1回 
１．ケース「あなたならどうする？」 
  ～グローバルビジネスの戦略決定～ 
２．ワーク「グローバルビジネスの創造」 
  ～計画立案による思考・行動力の発揮～ 
 
第 2回 
１．ケース「グローバル・コミュニケーション 
  の成功と失敗の分岐点」 
２．ワーク「グローバル人材のキャリアアップ」 
  ～講師の体験・講義を参考に考察する～ 
 
第 3回 
１．ワーク「わたしたちの考える（目指す） 
  グローバル人材とは」 
  ～定義、素養の発見、将来展望～ 
２．プレゼンテーションと全体総括 

講 師 

有岡 義洋 

株式会社ジームス・ 

アソシエイツ代表取締役社長 
 
協力： 
（公財）太平洋人材交流センター 
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国際協力コース 

 【参加人数・内訳】 

 参加学生（4大学・15名／定員 20名） 

  ＊大学別：大阪大 7／関西外国語大 1／近畿大 5／阪南大 1 

 

 【実施スケジュール】 

11/19（土）・ 

26（土）・27（日） 

13：30-17：00 

ODA と並んで、長年国際支援の一翼を担ってきた日本の NGO。この 20 年でその活動内
容は非常に多様化しています。第１線で活躍する方々との対話を通して、志を同じく
する仲間と共に、具体的な課題を検討します。これからの国際開発のあり方を考えて
みませんか？ 

第 1回 
１．基礎編の復習 
２．ボルネオの自然保護活動 
３．学生たちの自己紹介、 
  講師の話を受けてグループ討論 
ゲスト講師 
武田 裕希子 
「ウータン・森と生活を考える会」 
 ファンドレイジング・植林担当 
 
第 2回 
１．フェアトレードの事業紹介 
２．マイクロファイナンスの事例紹介 
３．学生によるグループワーク 
 
第 3回 
１．南インドの山奥で生み出した、 
「遺跡」を作らない支援の方法 
２．学生によるプロジェクト設計 
３．発表 
ゲスト講師 
宮下 和佳 
認定 NPO法人ムラのミライ専務理事 

講 師 

小吹 岳志 
フェアトレード・サマサマ / 
オイコクレジット・ジャパン事務局長 
 
 
髙津 玉枝 
株式会社福市/Love&sense代表取締役 
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２．国内学生・留学生 国際交流イベント 

 国内学生・留学生がそれぞれ異なった文化の立ち位置から見方を学び、「グローバル」の一端に触

れ、世界への関心・視野を広げることを目的としている。 

 平成 28 年度は、昨年の大学コンソーシアム大阪が主催する「プロジェクト型インターンシップ」

に参加した学生が企画した「大阪のまちあるき」や「在阪企業の工場見学」（関経連紹介 2 社含む）、 

国際サービスを学生自らが企画する「アイデアソン」（アイデア＋マラソン）の活動を通して交流を

深めた。 

 

 【参加人数・内訳】 

  参加学生（9大学・22名／定員 40 名） 

＊大学別：大阪大 5・院 2／大阪府立大院 1／大阪経済大 1／大阪樟蔭女子大 3／大阪女学院大 2／ 

     大阪人間科学大 1／関西大 2／近畿大 3・院 1／相愛大 1 

＊留学生国別：中国 5（大阪大 1・院 2／大阪府立大院 1／関西大 1） 

 

 【実施スケジュール】 

 

 

 

異文化理解度をパワーUPしよう ! 
国内学生・留学生が一緒になって、大阪のまちやものづくりの現場を訪問、グローバルなアイデアを考え
ます！ 

8/27（土） 
13：00～17：00 

大阪のまちあるき 
（学生企画） 

大河ドラマ「真田丸」の主人公、真田幸村のゆかりの地である
「あべの・天王寺」。あべのハルカスなど近代的な建造物が立ち
並ぶ一方、歴史的な背景のある街を、いつもと違った視点で探
索します。 

8/31（水） 
9/1（木） 
9/2（金） 
のうちの希望日 
13：30～17：00 

大阪の企業見学 

留学生と国内学生がグループになって、グローバルに展開する
企業を訪問し、大阪のものづくりの現場の実態を学び、国によ
っての感じ方、捉え方の違いを確かめます。 
 
【訪問企業】 
8/31（水）株式会社 丸ヱム製作所（関経連紹介） 
9/1（木）カワソーテクセル 株式会社（関経連紹介） 
9/2（金）株式会社 光製作所 

9/3（土） 
13：30～17：00 

学生企画 
（アイデアソン） 

「アイデアソン」とはアイデア＋マラソンの造語。 
留学生と国内学生が一緒になって、専門家から助言なども受け
ながら、大阪発の国際的なサービスの「あったらいいな」を考
えます。 

  

大阪のまちあるき（あべの・天王寺） 大阪の企業見学（光製作所にて） 


